





























































































































の内容に加え、論文として 2018 年に全国大学国語国文学会へ投稿し、『文学・語学』第 225 号に
掲載されることが決定した。 
 
 
（注１）岡崎義恵『鷗外と諦念』（宝文館出版、1969 年）や大塚美保『鷗外を読み拓く』（朝文社、
2008 年）など。 
（注２）杉山二郎「森鷗外とインド学・仏教学」（『国際仏教学大学院大学研究紀要』第 3 号、2000
年） 
 
